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中国，台湾， Hi・ 北朝鮮，毛ソ
ゴJレ，チベット， q香港， 日本

10月 IS日

。中間秋季輸出商品交易会広州でUH
T.吃
'fll＇。
。帥国軍事政橋，さたるべ~新j滋法
確認の国民投票および総選挙に備え

て内閣を改造。

φ韓国の張勉元国務総理釈；肱さる0
~平壌で日怖会談反対の集会聞く。

10月16日

。モンコケレ議会，朝鮮の祖国統一凶

争に支持戸110 

.イギリス毛織物産梁全部門の業者

1印O社を代表するイギリス毛織物団
体，日本から輸入される毛織物全品

目に量的制限を課すべきだと要求。

10月17日

。中国外交部，インドのー述の領空

侵犯に2つの抗議党え1！｝きを乎究。
。マキューアン・オーストラリア貿

易相，下院で18日から主として日本

を対象とする輸入許可制度を路止す

ると発表。

10月18日

。中国，ガーナ経済技術協力協定議

定3調印。
~新華社電によると，中国の何英タ
ンガユ－;lJ駐在大使とオポテ，ウガ

ンダ首相，中共・ウガンダ聞の外交

関係樹立に閲する共同コミュニケに

調印。

。掠6次日韓会談の第11回予備折衝

,mく。
.斡国当局，このほど卒ライン伝犯

のかどで逮捕されていた日本人漁船

員3人を釈放のうえ，日本側へ引き

渡すと発表。

。張勉元韓国総理， 1&・弁泌土を通じ
沖≪t園高等軍事法廷に控訴する文部を

104 

提出。

。ソウル発合同通信によると，同辿

'.iJI消息筋は段柿アメリ力耳（f)t尚性能
燥~Qtと桜田ipJ{を発射できるナイキ・
ハーキュリーズおよび＊ーク誘導碍i

を韓国戦線に配ほしたと発表。

。訪米中の自民党の佐藤栄作氏，ケ

ネディ大統制と会談。

令fll•縄のアメリヵ ti'J 3海兵師団，第
7艇隊， t(H3空挺師団の総合前習，

5日ll.flにわたる前習を開始。

10月 19目

。北京；肱送， 4ンド11'{が中国側に挑

発的な攻曜を加えたとして非難。

〈州総理と蹴毅外交部長，グヲfンダ

へ外交関係樹立の祝'iii:送る。
。社会党，総評，中立労辿など13団
体を幹事団体とし，共産党がオブザ

ーパーで参加している安保反対悶民

会議，日斡会談粉砕のためただちに

統一行動を開始する方針を決定。

10月20日

令新車社屯によると，中共機関紙人

民日報，話し合いを拒否しているの

はネール首相で、あり，戦闘命令を発

したのもネ －）レ首相であると非難。

~~革主r:mによると，新YITIチプチャ
プ川地区に位入したイン 1-:'.ij!は中共

笥備隊を攻撃，中共側も反躍。

φ師国銀行の発表によると，同国の
9月の外貨単備高は 1位7200万ドル
で，軍事政権が昨年5月発足して以

来最低。

φ将悶＇.qllJ検察局当局，張勉元首相
に厳刑を科するよう要求して高等軍

事法廷に控訴。

φ韓国の金錨泌中央情報部長，朴最
高会議議長の池田首相にあてた親惑

を携行して来日。

。社会党の県岡代議士，日韓協会の

畑中政者理事長はじめ総評，日本婦

人団体迎合会などの代表8人は，外

務省に大平外相を訪ね，日韓会設中

止を要諦。

10月21日

φ~事・社ft.｛によると，耽中共政府外
交部長，パネル：，；..:r.ス中共駐在イン

ド臨時代理大使を引見， 「インドの

攻略」非難の覚え控き渡す。

~ソウ Jレの有力紙『斡国日報』 『朝
鮮日報』，「金鐙濯、中央情報部長の訪

日に期待する」との社説を掲載。

10月22目

。中共同防省ポークスマン，匡，－l印l調
;:n1r・西岡地区の戦闘状況を発表，
この中で中共がマクホン・ラインの

拘取を受けないことを正式に戸別。

φ北京放送によると，中印西部国境
のテプチャプ川地区とガルヲン渓谷

地区でインド1j"f.の10余の侵略抱点を

一掃。

令香港の新聞報道によると，中国と

香港の境界付近で中共性的兵と国府

ゲリラとが戦闘。

。離日の金錨lli斡国中央情報部長，
「日附会談の妥結時WJが年を越して
も， ti時間の民政移管に支障はない」
と話る。

φ池田首相，金錨泌綿間中央情報部
長会談で，日斡会談は「互頑」でま

とめることに意見が一致。

φ日新i実業などの友好企業懇談会，
最近の日中貿易の拡大についてアメ

リカが示した態度を「内政干渉であ

る」と非難。

。大平外相，第4回アフリカ地域公

船長会訟で，経済外交をさらに推進

すると語る。

10月23日

φ政府，．韓国の朴照国家再建最高会
議議長から池田首相にあてた親密の

内容を発表。そのr:IJで朴議長，日体
会談妥結を強調。

~平壌放送によると，北朝鮮最高人
民会議，金日成朝鮮労働党中央委員

会委員長を3度首相に任命。
－$，アプリカ政府当局者， 「日本のキ

ューパ梢輸入については，現段階で

はなんの制限もない」と語る。

φ日本政府，中共へ硫安を売る方重｜・
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を錨，i包。

10月24日

~新Jj正社屯によ之らと，中共政J{.f，中
印閏境問挺jを平和的に解決するため

首相会談などの3項目を拠集。

。中共の人民日報，ケネディ大統官Ji
の対キ品ーパ史力封鎖を強〈非難。

＊・日本政府，キューパi悶砲に対して，
「アメリカの措ittを支持し，悶辿で
の平和的解決に努力する」との統一
民解を発表。

〈》アメリカのキューパ封鎖！日j地．で，

沖縄の米軍ミサイJレ部隊の特別暫戒
体制を実施。

10月25日

令新華社電によると，中共政／（.f，「キ
品ーパを支持し，アメリカの戦争挑

発に反対する声明Jを発京，ソ迎政
府の立場を全i而的に支持。
令ソ主li共産党機関紙プラクダ，中印
国境の！日t闘］停止にういて中共の挺案
を支持し，インドにただちに交渉を

開始するよう訴える。

。錦6次日輪会説の都12問予備折衝

目Hく。

10 ・月 26 目

。アメリカ滞在中の金錨泌時間中央

情報部長，記者会見で「日綿交渉は
ヤマ場の1つを越した」と雷明。
~キューパのカJレロス・マルチネス

駄目臨時代理大使，日本への覚え苫

きで．アメりカの海上封鎖について
キ品ーパの立場を説明。

~自民党の高硝述之助を団長とする
中共訪問の一行出発。

10月27目

。北京放送によると，人民日報，イ

ンド政府が中印国債紛争の平和的解

決について中共提案に応じるよう誕

ねて呼びかけ。

。総評・東京地~共催の「桜戦争反
対，キューパに対する軍事干渉抗議

の労働者決起大会J－む，認∞人集会。

10月'19日

φ北京の信頼すべき中共筋による
と，中共政府当局者たちはフルシチ

自フ・ソ迎首相がギューパからソ辿
のミサイルの撤去を決定したことに

不承認の態度を表明。

~ソ辿の軍高官J笥，中印国民紛争に
ついて「ζれはデリケートな問題だ

が．ソ述としては同盟問としての中

国に遊説的支持を与えざるをえな

い」ど言明。
9向的使節団とi:1：，共側との'it製，交渉
始まるo

10月30日

φ北京放送によると，アメリカ別別
機1換が中閏広東省西沙群品石向上
空に位入，これに対L中共代表部は
219回目の惣告。

。水燥を前杭－c:きるアメリヵ'.Itr.の最
新鋭ジェット戦闘機Fl05D型「サ
ング』チーフJ3機が許11純の必手納
基地に配置される。

IO月31日

φ朴直熊帥国政市会議1縫・民，中l可J除l
境紛争にi珂しインドを強く支段する
態度を茨IJJ)。

。日悼会談の都13回予断i折耐｜刷く。
漁業！問題進展をはかるためわが閣か
ら代表の輔国派illを ~f:t し入れたりに
対し紳国側了承。

。通産省，輸入貿易管理令の一部を

改正，これまでの強制パータ一方式

から通産大臣の事前承認11に緩和し
て11月1目から央施すると発表。
令肥料梁界，怖閏向けl肥料輸出で場
安10万トンを成約。

.大平外相，参院外務費員会で中肉l

l司庇紛争問題に関して「日本はこの
問題め調停者の立場にない」と答弁。

11月1日

令日；本政府は綿固に対して冷凍船5

箆の輸出を許可する方針を決定。

11月2日

令本ト正照国家再建最高会議議長，！日
政治家，官吏，建築業者ら合計278人

を汚職容疑で逮捕するよう命令。
~アメリカ海軍は，日本，イタリア，
フランス，オーストラリア4国の海

軍で近．く艦対空ミサイル「ターターJ
が使用されることになろうと発去。

11月3目

。紳閣政J(.f，新滋法草案をj~迎。大
統領の櫛限強化と議会一院制などを

決めているo

11月4日

~北京放送によると，周恩来中共首
相，インドのアメリカからの武探受

け入れを非難。

。北京で30万人を越す市民がアメリ

カの対キ品ーパ位略に抗議0）デモ。

③新l1'UI：叫によると.ftJ.修柿i:f：『火・委
日を団長とする巾国共産党代紫団，
ブルブ＇f~ アのソフィアに到着。
令高崎訪中使節団に同行した自民党

の野間武夫・松本俊一両氏妬｝閏，「『｜コ

共は日中貿易の拡大に杭極的る」と

の同首相の伝宮を池旧首相に報告。
φ池田首相，ネーJレ・インド首相へ
の返自で，日本凶民は中印悶！：.！紛争
が平和手段で解決されるζとを希望

すると述べる。

I 1月5日

令北京般道によると，中共・北朝鮮
jilij悶llHの通商航海条約， 1963～67年
度主要物資相宜供給協定調印。
~ソ迎共政党機関紙プラクダ，中印
悶涜戦のd!V，条件目E慨を強調。
⑩＊＇悶政払二学会，カストロ首相の 5

項目要求を支持。
。中共指部者・，ノルウェー共底党代

表団と会見。
。池国首相一行，凶ドイツに到.l.-f。

1 l月6目

~巾間外交部，インドへの覚えi~f さ・
を発表， 10月26日付・インド政府党占

に反論し 1~:i闘の10月 24 日提案によ
る3項目を再考することを嬰求。

φ毛沢球主席，劉少奇国家主j貯，周
思来総理， 5伝説！全国人民代表大会常
務委員長rt..tl.t名でソ連10月社会主義
郁命，15周年にさいして祝電を送る。

φ柑韓国外相， tlYIとイツヘ出括。
。丸紅飯田，紡織機10万錘を930万

J.：＇）レでアラブ辿合に愉11¥と発者。

1 1月7日

台限毅中国外相， 「4・1印紛争は会談
：合通じて平和的・友好的に解決され
るにち1.1，いない」と演説ロ
。中川外務省条約局長らの斡．聞説集

団．ソウJレに向けて出発。

令朴・帥間最高会議々長，軍部も来
年延からの民政に奉加すると諮る。

11月8日

~北朝鮮品｝遺協定，無修正で l 年間
延長。
令ホッ：；.ス米前務長官来日。通商拡

大法の恩J以に対して日本も代政を与

えよとfii§る。

11月夕日

φ日中貿易交捗受結。高崎・~~志

IOラ
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会談で覚え：；！r-さ・・付属i!tで合怠に述
したもの。

。ホッジス.＇／メリカ前務長官ソウ

ルに到着。

ゆフランス訪問中の池m首相，フラ
ンユ首脳との会談を終了し，共同jli

明jfJ茨さる。

11月 10目

。脱獄附総理，山崎{!I：附凶同行の日

本人記者団と会見。今度の貿易とり

きめは日中関係正常化への部一歩，

巾印紛争は一時的不和，など語る。

令中悶・マリ丙！週，経済技術協力協

定の設定世に調印。

・』母閣の金鎚泌中央情報部長，アメ

リカからの帰途ふたたび来日υ

J1月11日

令高硝氏，者港でH中総合貿易協議

会を結成するつもりと諮る。

。錦6回fift球立法院総選挙。自民党，
現議席をわる。また人民党の瀬長氏

らはアメリメ1布令により失柿。

. 11月12日

令新11宮本trワロン地I~でインド軍が

猛攻！！棋を加えたJと発表。
⑤中国平:flt代者団，日本平和委民会
のJ白きで訪日。 「アジアの平,l{Jll)f.よ
めの目本：入・会」に容力IIのため。

φ雨前訪中使節団耐闘。輸出入の各
取引とも決前は｛首用状ベースで行な

う，貿易額は総額年2億ドJレちかく

になろう，などと訴るo

。大平・金会談聞く。対日請求権IUJ
姐を中心とする諸懸架の処理につい

て話し合った。

φ平接)11送・， 「4朝鮮対外迎輪会社と
白木の正和海運．前~nit～大宮間の定
期航路開設の契約に刻印Jと報道。
φ韓寓の金中央情報部Jふ来円中の
スjJJレノ大統制を訪問。

11月 13目

~金抑国中火情報部長帰国。羽Ujで
「白木政府首脳との話し合いで大き

な進肢があったと確信」とr.liる。
令純国とP.Yドイツ，幹国に35007jド
イツ・マルクのJJHJC段以J借款を供与
ナる協定に調印。

t 1月14日

φ韓国，来年度の子'fl.可決。今年度
に比べ約1%縮小c
。－仲間外務省， r米科両国代表は，

xo6 

特国の杭判所に対し米兵が公務執行

rl:iでないときに犯した犯罪への裁判
権を認める協定について初定的立見

の一致に述したJと7言明。
。日!Ji;通拘条約伺印。

アィリピン，タイ，＇1l'i• オtベト
ナム，ラオス，ヵγボジア，マ

ラヤ，シγプfボール，イシドネ

シア， iじ;f.Jレネオ，サラワタ

IO月 15日

。消息筋によると，市ベトナムのア

メリカ陸軍，共産ゲリラに対し，ロ

ケット装備のヘリコプターをはじめ

て攻！lp.用に使用。

10月16目

先》アメリブJ：平スポークスマンによる

と，サイゴン北方で米軍機2機が1?,
F院さ；It..た。

JO月18目

φインドネシアのマンタラ通信，｜オ
家通信社としての活動をPH始。

10月19日

φ北ぺトナムのバン・ヒエン出：ラオ
ス新大｛払国際抗視委員会の飛行機

でピエンデヤンに前任。

~ハノイの新半社電によると，ベト
ナム労働党機関紙， f前ベトナムl込
脹解放戦線の解放区はますます拡大

し，的．ベトナムのi：色村人口の76%合
占める。」と述べる。

令タイに電信系統を建設するプメリ

カの計調に関する文窃調印さる。

令インドネシアを訪問中の口ぺス・

マテオユ・メキシコ大統領，スカル

ノ大統領との共同戸明で，国連部章

の再倹討，同際管理を伴う全国主j（都

支持令提案。

TO月20日

φアメリカの太子洋誠司令官，フι
Jレト提督，J首ベトナムのサイゴンを
訪l:lJuゴ大統制と会見。

10月22日

。ウ・タント国連事務総長，ジャラ

Jレ・アプド一氏を西イリアン行政官

に任命。

。U2型携，インドネシア領空侵犯。

10月23目

。ピ£ンチャンの消息筋によると，

ブーマ・ラオス首相，北ベトナム訪

問の途につく。

10月24日

令スファヌポン版下，モλクヲから

の帰途北京に立ち寄る。

10月25目

。プーマ・ラオス首相，北ベトナム

;;mmからピエンチャンに加者，北ベ
トナム7[Iのラオスからの撤退は完了

したと言明。
令ミサイJレ畿WiのアメリメJのプリゲ
ート艦，サイゴン訴。

。インドネシア労働組合連盟の池内

労働省，アメリカはキュ｝パ内政に

干渉しているとして米船ボイコット

を剤師j。
10月26目

。クイjyJ~itl之Uif.！！な台風が鑓い， JI,
公式m.n・によると，死者，行方不明
1000人とタイ近世史上最大の災害に

なった。

~ベトナム民主共和国とチェコ，
1962/63年度科学技術協力議定古に

；調印。

。プノンペン発新京社電によると，

カンボジプ，キ品ーパ両国政府は附

制問の友好関係促進のため大使級の

外交関係樹立を決定。

10月28目

。ジャカルタ発PIA通信によると，
西イリアンで最初のインドネシア語

紙「チエンドラヲシ」発刊。

10月29日

令マカッサル軍司l：法起，スカルノ大

統制｜暗殻をはかった反乱分子1名に
死刑判決。

10月31日

φタイのイギリス大使館当局， 5月
ラオス危機にさいしてタイ北部に派

泣されたイギリス戦闘機大隊が11月

中旬タイを引き拐げると発表。

日月 l目

。カンポヲアのカントル首相，先週

南ベトナム協が岡境近くのカンボジ

ア債の2村を爆破し12人が死亡した

ことから，南ベトナムとの周交断絶

に踏み切るうとしていると述べるo
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11月2目

。ラオス政府，ソ辿の通尚拠挺を受

,i"若したと先説。
ゆラオスのスフアヌポン殿下ハノイ

訪問。ファン・バンドン北ベトナム

首相と会談。

11月4日

φインドネシアのスカルノ大統制＊
目。

1 1月5目

。忠太子夫或．フィリピ’ン，Jillll。マ;)J
パア＇［）レ大統領と会見。

φ南ーベトナム， ラオスが北ベトブ・ム
を承認したことを理由に，ラオスと

の外交関係を断絶。

令インドネシア大衆団体指部省・，カ

スト u首相の5項目要求な支持。

11月7目

。1ヒベトナムのファン・バンドン首
相，ニト Aーパと中間を支持。

。プーマ・ラオス首相，ラオスに‘1r:

抑止秩序を回復するのに種々の周雑

があるため，泊・相の地位を辞任する

かもし才Lないと ~l:f る。
。パテトラオ）j!J..送，アメヲカの米撤

退を非難し，各地で柑退要求集会。

。カンボジア紙「史民主義者J，ピJレ
マ紙「ザ・ピ｝プJレ」ら，アメりメJ,

イギリス阿闘のインドへの武保提供

非難。

。スカルノ大統制，大平外相と会談υ

11月8日

。タイのタノム・キッチ 4・コーンl到
防相， 「タイ軍はちかくアメリ '}.Jの

新兵器を受け取るであろう」と発表。

⑤アメリカ悶務省，プーマ首・相の．磁

任を希望。

11月10目

。西イリアンに，チ品ン・ラワシ（材i
淡島）大学が開校。

11月11日

令北ベトゴーム労働党機珂紙，アメリ

カのクイへのミサイル持ち込みを非

雌。

l 1月 13日

令バンコクのイギリス太使館，タイ

駐留中のイギリス空平を引き扮げる

と発表。

11月 14日

。：／品アンダ・インドネシア大統領

代理，西イリアン捗議の促進を希望。

イγr，パキスタ γ，セイロ γ，

ピルマ，ネパール，プータ γ

10月16目

。インド政！仔スポークスマン，巾共
！取がインドの東北辺境区でインド軍

守山i隊に発砲，インド側も応l除した
と発表。

10月 17目

。インド政府，中町出境関係の1HJfi,
文部などを焼く。

10月 18目

。ネール・インド首相，ルーマニア

のダジ大統領歓迎レセプションで前

説、インドは侵略に即z服することな

くあくまで官｛土柏iを守るoと述ベる臼
令インド政府スポ一クスマン， 「『．｜

国'.iV.は北東部間境ド－ラ地｜孟のイン
ド平陣j也2力所を攻限，インド11Iも
応戦したJと述べる。
③アメリカ同務省スポークスマン，

rイン 1：が中印国境紛争地｜まの部l欲
の補給のため輸送機の購入を望むな

ら，アメりカは｜司情的な考胤を払う

だらうー！と語る。

10月19日

妙インド共産党のグンゲ議長，中ll!
国境問題で中共政府の態度を非鍛。

10月20目

。メノン・インド国防相、＇＊印岡崎

紛争を国連に提訴しないと吉明c

。インド国防省， 「東北辺境地区岡
崎のドーラのインド原拠点がcjJ共事

の手におちた」と発表。

~ソ巡のベネディクトフ駐：印大使，
ネムル首相と会談。同大使は中印刷

出での衝突に関するネーJレ首相の見

解にヰを傾け，その要旨を本隠に伝

述のも上う。

10月21日

令メノン・インドl説~mu. •・1・1J刑凶塊
ではなおも激戦が続いており，ラダ

ク地区はでさらに2拠点を放裂した

と苑説。

。ネーJレ・インド首相． 「中印国境

での失地は必ず回復する。 “断交”

は怯Sf(検討のうえ考慮するJとー点切u
。アメリメJ間務省，中印IJil庇紛qi川・こ
凶してインドを支持し， ｜．中P.:の伝
円高行動を非難するjlHJJjを発表。

。ニューデリーの信頼すべき筋によ

ると，インド空軍代世間，アメリカ

製航空機のl時入間町を話し合うため
ジシントンへ出発。

10月22目

。ネール・インド首相，全｜玉W•Jt十ラ
ジオ放送で，中j＜位略をはね返すよ

う同民の同結合強制。
.イギリス政府，中j｛：のインド世田告

を非難するとともに．イン J；に対す

る武探その他の軍事援助を急速に行

なう用芯；があることを表明。
φブータンりクグム・ドルジ首相，
ネーJレ首相らインド政府当局者と当

閣の中印岡崎の情勢について協議の

ためニ Aーデリー活。

10月23日

＠インド政府スポークスマン，先週
のタプマン・リベリア大統領の調停

申し入れを.jti百したことを示唆して

「インドは中高年の位入が停止しな

いかぎりいかなる話し合いにむ応じ

ない」と言明。

。ニューデリーのソ辿外交筋による
と，.'.I 辿政府はrj1共・インド双方に

「停！此話し合いを~むJと中し入れ。

10月24日

。インド外務省， r.f1:)i;耳Lが抽選すれ

ば中印首相会或の用怠があると声明j

を発表。

。インド外務省，中共の3項目提諜

を条件つきで受諾。
。セイロン外務省， 「パングラナイ

ケ首相が中印両国に対し国境紛守ーの

調停・を中し出にjと発束。

10月25日

φインド国防省ユポークスマン，京
北辺境IKの行政上の中心タソンが中
共軍の手に陥らたと発表。
φネーJレ・イン 1：首相，イン 1：各州
情報相会訟で泊。記，軍事力強化以外

に道はないと括る。

~アメリカ政府当局者， 「インドは
アメリカに中印国境紛争で必要なア

メリ均的活機の部品の引き渡しを促
進しているが，政府はこれに好意的

検討を加えよう」と述ペるロ
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~メロトラ駐日インド大｛ι 池田首
相を訪ね．中印闘境紛争について説

明，日本政府の理解と，~司怖を求tr。

10月26日

~ラダクリシ斗ナン・インド大統制，
インド企土に非常事rm-re吉右布告。
＇＂~11白鳥1できる筋によると，イン Jqj:
ヒマラヤ国境での中共の挑戦に対処

して挙凶－j主体制令とるためn虫II年体
制的な内i判中央委員会を設位。

10月27目

。インド政府， fインド防向条令」
を公布。
~インド政府，中向J国境の京辺jj,lJJ山
13:での中国側の逝限を阻止するため
兵員と装備を増派。
ゆネーJレ・インド・向1干しフルシチョ
フ・ソ述首相に， rji悶が9月8日町

線まで兵；）を撤退させれば紛争解決
の交渉に応じると伝える。
。ニューヨーク・へラルド・トリ I:
aーン紙， 「ネーJν ，インド首相は

アメリカの~助を求める緊急‘要討＇i~
ケネディ大統領に送った」と報道。

。イギリスの英述~~I聞係当局スポー
クスマン，イギリスはインドの史ふ＇t
kこたえ，できるだけ1,tJ叫に少世の
小兵器をインドに送ると言明。

。ニュ』デリーの日本大vJ!館筋によ
ると，円本大使館は在留邦人を保護

するための拾町をとる方針有決定。

10月28日

φインド国防省ズポークスγ ン，中
共平がラグク間部のグムデ qク地区

で新たな作戦をIHl始したと言明。

10月29日

③ネール・インド首相， i甜民会議派
運悦委員会で「インドil-1.:U仔は現荘の

ところ中共との外交関係な断絶する

意図はない」と述べるc
。ケネディ・アメリブJ大統合rtネー
Jレ・インド首相に諮問を送り，中j：日

国境紛今についてはイン Fに企聞的

に同惜し，武器供与を含む軍事担幼

を与える旨通知l。
。カJレ＇｝J：：＞タにとどいた情報による

と，インド甲，京北辺境特別医の戦

闘ではじめて中共3江守幣退。

。イン 1：政府閣僚の－tm，ネール首
相に対L，軍備上のあやまち令耳!Ill
にメノン悶防相の解伍を要求。

。インド政府スポークスマン，ネー
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Jレ首相が荒田．両首脳とウ・タント闘

辿iiM1!J:~J~務総長に対しキューパ問題
の進展に安心の訟を表明し，両首脳

の政治的手腕を尚く評価・する出附．を

送ったと語る。
。インド政府スポークスマン，中共

とのニこ！OSI品jの戦闘で2000人から

2500人のインド兵が死亡または行方

不!YJになったが，中共事はそれ以上
の納容があると言明。

。ユューデリーのアメリカ紡，アメ

リカはタイに貯蔵しているw共用武
加をインドに坐愉することになった

と諮る。

。BB C放送によると，イギリス空

軍のブリタニア輸送機2掛は中印国

境紛争でインドを援助するため，兵

加を．も’iんでニューデリー着。
〈〉西ドイツ政府，インド政府に対し

中印紛争でイン 1.：－を支持を約束。

10月30目

。インド紙によると，インド！勾窃ti,
インド和問中国人の行肋を制限する

法令を公布。

~エューデリーの消息筋，ソ迎政府
はインド政府に対し，ソ述にはイン

ドの空軍近代化のため供与できるミ

グ211肱闘機はないと正式に通告した

と述べる。
。ネ』）レ・イン 1：首相，池！日首相に

あてた貌丹で，中却国民紛争の経過

を説明し，日本の支持を要請。

。イギリスのエリザベスk.:E，上下
Jii1j院合同の議会rm会式1?uit説，中印
国境紛争についてインドの立場に支

持を表明，またソ述のキューパ基地

撤去に満足の立を表明。

。ローフェンベーカー・jJナダ首相，

議会で，カナグはインドに供給する

武器の細目を検討すると諮る。

10月31日

φインド政府， 「メノン凶防相はM
f壬され，ネーJレ首相が国防相を兼任
することになった。メノン民は軍首

相に任命されたJと発茨。
令インドとイギリス，パキスタンに

対し，中印紛争でインドを支持する

よう求めた党えIDきを送る。
令イギリス政JH，イギリスはネーJい
インド政J似 1承認すれば，武詩貸与
~－／·臨？によりインド軍；こ補給物資を急
送すると提案。

。パリの信服すべき筋によると，イ

ンド政府はこのほどフランスに多純

%1の兵船供与を~前したという。
。アメリプJ，インドに送る兵器・の組

mのJi:肢を避け，インドの特別な必
裂に適応する供給源を，mくよう力ナ
グ，イギリス，その他と交渉開始。

11月1日

令イン 1：共産党の最山政策作成機｜却

である全国討議会，中共のマクマホ

ン・ライン侵犯ヨi,.雌の決議集合採択，

ネール首相の対中共政策本r支持。
やインド1¥(i!iii銀行，中共との目指・紛
争に必づく非常~M患で，インフレ抑
制のfrf.ffl嵐moを強化すると発表。

I 1月2目

。力Jレカッタ尚等拙判所，中国銀行

〈ι｜コ共の貿易為替専門銀行〉のカJン

カッタ，ボンベイ同支店を閉鎖。

＜；，ボンベイ ~J-
じめインド諸悶労m』名．；乙刻．し，船f訟
のいかんをlllJわず中共へ渡航ないし
:j,~tti、ら回航する全船舶のボイコァ

トを呼びかけることに決定。

。アメリカのインド向け兵器，装日ii
加のお：0!，西ドイツから出発。
令アラブ辿合政府向官筋，アラブ辿

合はi陸兵器若干をインド政府へ売る

ことに同なしたと悟る。
。ガJレプレイス!Si:イン．ド・アメリカ
大使，記者会見で，インドの火力発

電所述設のためアメリカは244.0万1:

Jレの借款を供与を決定と発表。

。モスクヲ放送によると，新任のカ

ウJレ駐ソ・インド大佐沼：任。

11月3日
。ニュ｝デリーの消息筋によると，

フJレシテコソ・ソ述首相，ネ－＇）レ首

相に5.！＿；簡を送り，中印国境での即時

停戦をふたたび提案。

。アメヲカj思：荘インド大使錯，イン

J:v:t ジシントン，ニューヨーク，サ
ンフランシスコに「国防ff.金」と「国

境作戦故済基金」をほくと発表。

〈》ニ品ーデリー市当局，岡市fこ空襲

監視所，空3報~.待•J睦所などを耐え
た民間防衛組織を設位すると発表。

。スイスの赤十字国際委員会，ニュ

ーデリーと北京の中印河島十字；こm
報を送り，中印国境の従中'I：者，とく
に双方のlillhJJの保践活動をゆし入れ
たと，e去。
（＞ネパーJレ放送，中国'i!Jlチベットと
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接するネパール北部同境線の回定が

完了したと発表。

11月4日

令ネール・インド首相，中印閏抵の

l険悶をl'l;~i@する「困防会議J の設f&.
を発表するとともに，第3次5カ年

計聞の修Eが必要だと言明。

11月5目

。インド悶防省，ラゲクでインド'.ff(

が撤退したと発表。これで工1:1;.ll；軍は

ラダク地区で1凶0年の地闘で要求し

た地域のほとんどな占領か。

令指！闘できる情報による）－：，インT
はウ・タント問主！凶C窃総長に，中河l
悶!ii牧珂にl医用のため凶辿illのイン
ド兵引き拐げを非公式にヰIし入t1,o

令ホーJレ・インドtrn:r，フJレシチョ
フソ迎首相の最新の；！｝怖に対して，

中共'.ii（が搬送せねば会設~:t:t1I否する
と回答。

。アデナウアー西ドイツ百羽I,r.f:if：口
困世に関するネール・インド首相の

:;!l:f却に；／＆：；~して， rj.1;U:の｛~附は自 r11

111：界全体lこ対する脅威だと述べる。

令~.ーフェンベーカー・カナダ°if:i~ll.
カナグは中町国境の防衛に役だたせ

るため，グコタ型愉送機6簡をイン
1：に法ると言明。

4>パキスタンのプット天然資源相，
パキスタンは中f:fJPsi境紛争でインド
を支持しないと：言明。

~アユブ・カーン・バキスタン大統
制，中印悶境紛争で；nyh対印武器
援助は紛争を長mi化さ寸と述べる。
Tl月6日

令インド，対中濁戦争遂行上のi~J5
m問機関，周防会；誌の新設を発茨。
〈予インド悶防相， rf:il詰'.ifIのi伺段部隊
が商部*1印国境．でチユシ品Jレの飛行
j品への攻~持を企図していると発表o
令ラク．クリシユづ．ン．インド大統領，

中国の現在の態ffi:I・
戚と中国を非2島。
。インド政府，新聞の支把を強化。

11月7目

。インドのメノン困防生産相，閣僚

を静任。

φトルコ，インドの武器東訪を拒杏o
~インド共産党要人の逮捕続く。

1 l月8日

φイン 1：国防相，インド東北国掠・の

ヒマラヤ股線で1週間ぶりに聡閲が

起こったと発表。

φノマキスタンのモハメド・アリ首相，
「パキスタンはインド向け武騎を空

愉する米軍用機に使宜供与はしな

いJ と ~"lf る。
。インド，ネパ－Jレを経済封鎖。
11月9日

〈》ネーJレ・インド首相，国民紛争に

もかかわらず，中国との外交関係を

断絶するのは不得策と部る。

令ガJレコエ・インド駐在フランス大

使， 「フランス政府はインド軍に刻

する歩兵用兵慌の輸送を決定した」

と語る。

11月10日

φネ・つレ首相．ソ；11はインドに来月
ミグ収.m1訟を支給するニとを確認し
たと語る。

くみインド政府，緊急事態にO耐えるた

め物価抑制措i毘をとると発京。
~アメリカ悶初当局者， 「アメリブJ
は武·~詩 .強制の対印緊急京怖を完γ
した」とiff.tるo
φネパールi司：E, 「巾印両i識は悶抗
紛争なおし合いででき’るだけ早〈解

決寸ベきJと・Jtf為。

11月 11日

~ネーノレぽ桐．岡崎紛争の拡大を党
情k剖i説。
令パキスタンのチョウドリ的報相、

インドの武力Jf.／強を？］ミ知。

11月12日

φインド議会，中国軍をイン 1：侃か
ら撤退させるためには戦争の長期化

もやむを得ないとの態度を碗認。

。ネーJレ首相，中印周境紛争のため

インドに航空機を供給するようアメ

リカに要請。

11月 13日

φサンズ英述邦関係相，イギリスが
インドに対する程武得や抑認の輸送

を完了したと諮る。

令パキスタン令政党， SEATO, 
CENTO両条約の磁来要求決議を
パキスタン政府に提出。

~海外技術協力事楽・団インドへ菰査
団派泣を決定。ネ」Jレ首相の要請で

インド東海岸オリッサ1Hの資源調布
をするものo

今シッキムのタシ・ナムギ干Jレ間五，

ど~·目 誌..........＿同＂－＂＇＂・－

中印国境紛争によりシッキムの安全

が危ういとして非常事態を宣7言。

11月14日

⑮インド，新同防相にY・D・ チャ

パン氏を使命。

｛戸商アヲア｜

アフプfュスタ γ，イラ γ，イラ

グ， -1）ドウジアラピア，レパノ γ，

ヨルダγ，イスラ：，：.Jレ，イユー

メγ，シリア．パーレ γ，？ ;r. 

- I・ ，カタール

10月15日

令アンマン放送によると，イ L ーメ

ンir，~命で殺されたと伝えられていた
モハメド図王は，フセイン・ヨルグ

ン問主に， 「われわれは反乱軍を絶

滅しようとしているJと屯報按送る。
令アラブ迎合大統制会議のメンバ

ー，エJレ・サダト氏，アラブ迎合は

イエーメンとの連邦も統合も欲しな

いが，イエーメンに対し無浪健助を

与えると述べるU

~新11咋土mが1同！！.1:l中央通信・字j：の報道
として伝えるところでは，北朝鮮は

イエーメン・アラブ共和国を示認。

φ中京通信によると，アメリ：IJとサ
ウジアラピアはアラピア官i内のグー
ランに中距離の地対地ミサfJレ基地

なおく硲常協定を締結したといわれ

J..:>o 

10月 16日

令イエーメンの王制派筋によると，

モハメド周壬は王制派部放部j抵の指

揮掘をおじのハッサン殿下のず・から

取り返し，サアヌへ向け逃摺中。

~サアヌ放送によると，イエーメン
ホ命政府l弘中央銀行を設立し，イエ

ーメン史上初の紙幣を発行すること

を決定。

φ中束通信によると，イエーメン革
命政府はソ述政府に，食ft;}持・2に小;t:;

とメリケン粉の緊急援助方を要請。

10月 17日

~サアヌ放送によると，イヱーメン

7存命平，西南部国m:に近いアJレジャ
タフでサウラアラビア却を曙退c

くうサアヌ放送によると，ソ連とイエ

ーメン・アラブ共:fU凶，同国に対す

109 
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るソ述の援助協定の1年延長に同

意。

．メッカ放送，新設のイエーメン．モ

制派放送を伝え，パドル国王がハッ

サン殿下を首班とする臨時王制派政

府制剤立したと報道。
。カイロのアル・アハラム紙，アラ

ブ述盟のイエーメン内政千主｝.！を検討

するため述胆の緊急会議をIJHくよう
モハメ 1：同:f:-Ol肋、ら袈前があったと
報道。、
.モスクワ；放送によると、ハンガリ

ー政府，イエーメン・アラブ共和｜河

合承認。

。ハパナ発新：＂~·~~ I: ffiによると，キ A
－パ， イエーメン・アラ．．ブ共不官同を

承認する宮通知。

。 ~1・カ Jレタ放送によると，インド
庁、シア政府，！司悶の悶.ifil大使に対し
イエーメン・アラブ共和国のJ°R認な
明らかにするよう訓令。

。メッカ披送によると．サウジ・ア

ラビアのサク 1：岡£，現内閣を解任．

3：鵡ファイサJレ！；！.太子に折l人mt，~.：純

徹するよう命令。

JO月18目

。アメリカ駐在イエーメン公使館，

イエーメンに対するアラブ述合の平

市介入に抗議するパドルヲ：のj41引を

発表。

TO月19目

。中東通信によると，サラJレ・イエ

ーメン新首相，イエーメン国境への

侵略を自力で防げぬ時は友好関が支

援してくれるだろうと諮る。

。ファイサル・サウジアラビア新首

相．ニューヨークで．サウジアラピ

ァ Jf!はイエーメン内戦に：.：f~J.: しない
と日！？る。
。サアヌ放送によると，イエーメン

水命'.iftの特別軍事法廷，主党派のハ
ッサン殿下をはじめ主抜8人に対L
欠席裁判を行ない，反逆罪で死刑の

判決。

10月20目

。メッカ放送によると，イエーメン

のパ 1：）レ国王，国述の安保理に対し，

アラブ述合のイエーメンに対する武

力侵略を討議するよう要請。

。中束通信によると，西ドイツ，イ

エーメン・アラブ共和閣を承認。

10月22目
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4砂サアヌからの中束通信によると，
イエーメン革命政府のサラル首相，

イエーメンとアラブ連合の述邦は不

可避であると述べるo

10月23日

。インド政府，イエーメン・アラブ

共和国政府令承認。

。商ドイツ政府，イエーメン・アラ

ブ共和同を承認。

。イギリス，荷アラピア連邦〈イギ

リスの保誕傾アデン〉の兵力をi肯強。

10月2.5日

~·イエーメンのサアス放送による

と，市．命後サククアラピア？このがれ

ていたパドル閏王，砲撃での協がも

とで周地の病院で死亡。

lO月26日

⑤アンマン駐在のイエーメン公使館

（主制派），イエーメンのパドルfilf問
主死亡の報道を有定。

10月28目

。アラブ迎合の中束通信によると，

ソ述政府，イエーメン革命政府との

問で，イエーメンに無期限借款の形

で出来；機械その他を供与することに

tt見が一致。
令シリア政府，中印国境紛争につい

てrf.1共・インド両国政府に3段階か
らなる平和解決裂の捉索を発表。

10月29目

。fエーメンのパドル国主，メヅカ

・肱送で「わたくしは心身ともに健全

であり，イエ～メンの政権を採った

“売国奴”とI晩い続ける．｜と放送。

10月30日

。サアヌ放送によると，イエーメン

のパイグニ副首相， 「サウヲアラど

ァヵ、らの侵略が続けば自衛慣に基づ

いてサクヲアラピアmiに｛是入寸・る」
と警告。
φイスラエJレ国会，イサク・ベン・
スピ大統領を3選。
。マカリオス・キプロス大統領．レ

バノンを公式訪問するためベイルー

トに到活。

11月1日

。サラル・イエーメン大統領，首都

をサアヌとすると発提。

11月2日

。サアヌ放送がパイダニ・イエーメ

ン副大統領兼外相の発表として伝え

るところによると，主制派3ドはサウ

ジアラピア，ヨルダン侵略軍ととも

にサアヌ付近を攻準。

。イ .:r.ーメンのバイダユ副大統領兼
外相．イエーメン臨海軍はサウジア

ラピアに進撃態勢にあると発表。

11月4目

。イエーメン共和国のサラJレ大統

領，サウジアラピア主底のイエーメ

ンに対する「敵対行為」が続けば同

王国に侵入すると哲告。

~ヨ Jレグンのワスフィ・エル・タル

・j1羽， 「ヨJレダンはサウジアラビア
と相互防衛条約を結んだJと発談。

l¥月5日

。イエーメン新大統領，イ．ギリス，

アメリカ両問のイエーメン侵略に宵：
Iヒ』コ。

11月6日

。シリアのク r：シ大統制，イエーメ

ンでの流flitをやめさせるためアラブ
諸国全体による調停を提唱。

。サウツアラビア，アラブ述合との

外交関係断絶を決定。

11月7目

。サウジアラビァ政府，阿国のどれ

い11」Jを廃止すると発表。

11月8目

。インドネシア，イエーメン・アラ

ブ共和広を承認。

11月9目

。イエーメン代表盟，ソ連訪れllo
。サウジアラピァのシュカイ日閏務

相，国述総会本会開の杭民地討議で，

イギリスがアフりカのケニアにミサ

イJレ法j也をおいていると非難。

11月10目

。アラブ辿合とイエ｝メン・アラプ

共和国，共同!vi病条約に調印。
。イエーメン使節団，ソ連匡防相と

会談。主題は軍事盛助とみられる。

。マリ共和翠，イエーメン・アラフ

共和閣を承認。

1 l月 128

~イエ｝メンのパイグニ副大統領，
イギリスがイエーメン侵略のため市
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部イエーメンの土侵に武器を送りこ

んでいるJr..非難。
。ヨルグン空．軍司令官カイロに亡

命。

11月13目

。イエーメン当局． 「もしサウジア

ラビアとヨルダンがイエーメンを空

製すれば，イエーメンも報復潟！I持を

行なうJと警告。

11月14日

φソ辿とアフガコスクン，アフガニ
スタンのおt40工場拡張にソ述からの
技向援助を与える協定に淵！：!le

10月 15日

令嗣述安保理事会，ウガンダの加盟

を尚J易一致で承認し，総会にili）特す

ることを決定。

。アメリカのホワイ卜・ハウス当局，

ケネディ大統領とベンベラ・アJレジ

旦ヲア首柾！の会談について共同戸f砂l 
右f発安。 i耳匡の緊密｛己を約
〈〉同辿当局者，コンゴのカタンガ州

政府が中央政府との停戦協定に訓印

する申~Iiiを進めていると述べる。
φタスj面白・によると， p. A・マJレ
コフ中将を団長とするソ述'.iJI事使節
目i，アラブ述合のハキム'.if（司令官の
招きでカイロに到打。

10月 16日

。コンゴ中央政府とカタンが州市の

戦闘を即時停戦する協定が，コンゴ

中央政府，カタンガ州政j仏コンプ

駐在問述代詩部の三者・代表により糾j

印される。

~i訪米中のベンベラ・アルジエリア
首相，カストロ・キューパ－行キ［！と会

談のためハ／.＂＇＼ナに l向かう。

~アルパニア貿易代表団マリ訴。

10月17日

φB B C放送によると，コンゴのア
ドゥラ中央政府首相，コンゴ遮邦の

新諒法草案を各州政府首脳に提示。

ポ案によると現布6州からなるコン

ゴは21:Hfからなる辿邦国家に再制さ

れ，カタンガ川も2州に分割される。
。ぺンベラ・カストロ共同声明で，

ベンベラ首相はキューパ草命に対す

るアルジュリア政府の全雨的な支持

女表明。またカストロ首相をアルミF

ェりアへ公式に招待。
φマンガシ々・エチオ日ァ凶立銀行
Mil総裁を団長とするアフリカ，m発銀
行持立問夜間来日。

令モロッコ・ポーランド経済協力協

定調印。

φカメJレーン大統領，アメリカ訪問
を終える。

JO月J.8目

。テルアピプの消息筋， 「アラブ辿

合はいまイエーメン革命政府のた

め，先余武設の 1ill:旅田安イエーメ
ンl己旅立j・して戦わせ－cいる．！と詰る0
~クプマン・リベリア大統領，問恩
来中共総五！とネーJレ・インド首相に

旬報を送り， AA会；躍がf~~決案をIll
すまでιj1印の戦闘の停！｜二索現請。

10月20日

φカタンブI州政府，何州北部でコン
ゴrf1央政府'.i.jlとカクンガ州市とのHlf
に向日戦闘が再開されたと苑・点。

。ペンベラ・アルvzリア1γ1・和， 2 
1!:WO『こオフfこるアメリカ，キュー）°｛の
訪問を終えてアJレジェにfii話。

10月22目

。パレチ開封！ZJf.務次長，ヨンゴ政府

首脳ならびにコンコ’駐在回述代表と

会談のためレオポJレ，ごピルに到若・0

φニューデリー・の信頼すべき筋によ
ると，ブーセJレ・アラブ連合大統領，

ネール・インド首相に中印同境紛争

の羽目Eに立つことを申し入れ。

~クガング首相， 了ウガングは中央

アフリプJ述邦党承認しない」と表明。

10月24日

φガーナ，アラブ主！I合同国，キュー
パi問題の平和的解決令要請した決議
案を国連安保理へ鈍出。

令ブルガリア，アルジエリアに3000

トンの物資をU持・0

10月2.5日

~国連総会木会議，ヴガングの間連
加盟会全会一致で京認。

φ西南アフリカ労働者・同盟（SWA
UW）結成さる。
。アフリカの！日仏銅独立諸国12カ

間， ウ・タン．ト国主主総長あての書簡

で，国連がキューパキヒめく．る紛争を

押えるための 4項目を提案。

。ナイジェりア技術協力．センター実

地別立回一行4人羽岡を出発。

)0月26目

。ナセJレ・アラブ述合大統領， 211:I
付けの刷.G'.来中共首相あて屯報の中
で，中印；司境紛争の平和的解決のた

め他のアジア・アフリカ部ー国ととも

に協力を準日Ii中であると述4る。

10月28日

令カイロ放送によると，ナセJレ・ア

ラブ述合大統領， 19人からなる最高

行政努民会の設1nを命令。
令聞アフリカのニUエールの~ポ民
業部前相会’同~止する｛'1.i節団来日。
令アルジエリア加送の搭去による

と，アルジェリプ政府，アル~エリ

アl当教従に対し・すべてのアルコ目Jレ
飲料の販売禁止守命令。

10月30日

令ガーナなどアクア・アフリカ40カ
l乳前ローデシアの成法の地行・を中
JJ二し，阿部rL;に t：~づいて行なわれる
予定の総選挙をやめるようイギリ Jえ

に求めた決前提を問迎斡会に挺IUo

10月31自

令カイロのアJレ・アハラム紙による

と，ナセル大統制， 11:t近ネーJレ・イ

ンド首相と周恩来中共総理．に恐怖を

送り中印紛争の調停案を提示。

令-JJーブ1政送によると，エンクルマ・
ガーナ大統領，マクミラン・イギリ

ス首相に対し，『j1印同m紛争でイギ
リスがインドl二武慌を供与するのを

やめるよう要請。

11月1日

φ国述総会特－別政治香民会，南アフ
リカ主E邦に対し人種差別政鎖をやめ
させるため経済・外交的制裁を加え

るという決議案を可決。

。アルジエリアのぺンペラ首相，「フ

ィデJレ・カストロのキ品ーパこそア

Jレジエリア国民の学ぶべき逝であ

るJと述べる。

1l月2目

。アラブ迎合のアり・ザプリ首相，

＇＊国はナ －｛~）レ大統領がtH しーた中印問
説紛争解決のための4項目の提棄を

Jli否したと発表。

11月4日

I I I 
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。アルサイド首相を団長とするリピ

ア代表団，モロッコを公式訪問。

11月6日

φタンガニーカ，初代大統領にニエ
レレ首相を選出。

。サウクアラピアとアラブ辿合，外

交関係を断つ。

。ガーナをはじめ15のアカりカ諸国

の欽道当局の会議がラゴスでIJ司会。

11月10日

。中国，マリ両国，経済技術協力協

定議定；！？に調印。

。アラブ述合とイエーメン．・共同防

術条約に調印。
4今；（.－・ ラン！ととシェラレオネ，外交

関係を樹立，大使を交換。
。ノルウェ｝，ウ・タント匝li!lf!l干務
総長の要請に応じて部隊をコンゴに
派~すると発表。

11月 13日

令ディア・セネガル・trn，，内l別の大
制改浩を行なう。

。アラブ辿合，イエーメンに100万ポ

ンドの借款世情・を決定。

の 他

JO月 16日

令都17閉SEAT O軍事顕間会議．
8カ同代表が参加してllfiく。－

10月17日

。国際自由労連trs61引アツア地域会
議東京で！JUく。

lO月20目

。東南アジア~国l厄訪中のロペス、
マテオス・メキシつ大統領，：）ャカ

Jレタからマエラ君。

10月22目

。ケネディ・アメリカ大統領，キュ

｝パにおけるソ述の軍事基地はJ&！取
的性格になったので，キューパへの

武器輸入を封鎖するとの強硬決訟を

表明。

。フェルト・アメリカ太平洋統合軍

司令官，前ベトナム訪問を終え，台

北へ出発の際， 「ぺトコン掃討は大

きく進展しており，情勢を楽観して

いるJと語る。

10月23日

I I :Z 

φケネディ大統領．ホヲイト・ハウ
スでキューパ向け武器援助に関する
海上封鎖宣言に署名。

10月24日

⑤コナクリのAA法律家会議， mベ
トナム人民の闘争支持を決議し．ア

メリカが千捗をやめるよう要ff,'f。

10月26目

。インド，アラブ辿合などアジア・

アフリカ30カ国，国述総会特別政治

委員会で， mアフリカ共和国の人種
諮別政策に対し制裁決議案を提出。

。ウ・クント国連事務総長とケネデ

ドアメリカ大統領，フルシチョフ・

ソj!lli首相との往復：！｝附で，．ソ述は一

時的措ほとして封鎖線にはいらぬと
阿答。アメリカは対決ltil避を桁示。

10月27日

。ホワイト・ハウス当局．ソ辿がキ

z ーパでのミサイ Jレ説先！~JM強をやめ
なければアメリカは危機解決のいか

なる提案にむ協力することができ・た

いと括支。

φタス5iilfa・によると，キ九ーパのま：（｛
~代表団，ソ迎式~.＇.法研究のためモ
スクワlこ到泊。

10月28目

。カイロカらニューデリーに述した

細道によると， AA1f 1j'J:l0カ悶（プ
ラブ辿合，ガーナ，ギニア，マリ，

アJレジエリア，モロッコ，インドネ
シア，カンボジア，ピルマ，セイロ

ン〉は中共，インド双方に停戦と会

談を求めるため早・急に調停会議を聞

くことに決定。変た調布団の現地派
遣も計四。

10月29目

。ホワイト・ハウス当局，ウ・タン

ト関連事務総長の要員？に基づき，同

総長が予定している 2I:{問のキュー

パ訪問中，キューパ周辺の封鎖を解

除すると発表。 ， 
。ブラクJレ，国連政治安員会で「国

連はアフリカおよび中南米を非核武

装地帯と広言し，同地域からただち

にすべての核兵器を撤去するよう勧

告する」との決議案を提出o

10月30日

。閏述総会本会議，国府を国述のす

べての議席から除き，中共に代表権

を与えるというソ連決議案を否決。
。メルボルンで日本を含む21カ国の

代表175人が奉加してコロンポ計回

協議委員会聞かる。

10月31日

⑤ウ・タント国連事務総長，カスト

ロ・キ品｝パ首相との会談を終えユ

ューヨークに到着。キューパのミサ

イル基地が撤去されつつあることを

発表。
－$タス通信によると， ミコヤン・ゾ

述錦l副首相モスクワからキューパ

に向かう。

II月1日

φアメリカ，ヴ・タント国連総長の
キューパ滞在中中止していたキュー

パ近海の海1-:封鎖と飛行機からの偵
察を再開。

11月2日

令ヲロンボ発新都社電によると．円

本，インドネシア，パキスタン，ソ

連など9カ同代去が参加Lて河1也で
I市併のアジア経許セミナー閉会。
。アジア詰問問の常設経済理τJ下会の
設問などな呼びかけた声明を発夫。

11月3日

令非公式筋によると，ペネズヱラの

首都カラカスでアメリカ系有~If:会計：
所前の原油送情＇ 2本とガソ Uン管1
本が傑破されたo

11月8日

〈争力ラチのCENT O軍事委会議終

オフる。

11月10日

φユネスコ第12同年次総会，中国の
ユネスコ加盟をfil決。
~中央条約機構（CENTO），カラ
チ沖合で海上前習を~ll始。アメリカ，
イギリス，イ．ラン，パキスタンの'.iP-
艦．軍用機多数が参加。

11月12日

令コロンボ会議問僚会議メルボルン

で閉会。

11月14日

今国連筋によると，国連政治委でイ
ンドネシアカt中，bとなって「アジア
太平洋非政武装化Jを目ぎす決議案
提出の動きが表面化。


